
暮らし、定住、未来創造

新庄市は、東日本大震災の
復興を支援します。

ホームページ http://www.city.shinjo.yamagata.jp
メール　info@city.shinjo.yamagata.jp

ホームページ検索

▲リトルシニア秋季新人東北大会で活躍し、日台親善野球大会東北選抜メンバーに選出された柿崎航選手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月15日／酒田市光ヶ丘野球場：写真提供／新庄リトルシニア）
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広報

新
年
を
迎
え
て

平
成
23
年「
一
年
の
出
来
事
」

行
政
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
／
職
員
給
与
の
状
況

頑張ろう、　
　 東北。
頑張ろう、　
　 東北。

検 索新庄市



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざい
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

昨
年
は
、豪
雪
、東
日
本
大
震
災
、原
発
事
故
と
多
難
な
年
で
し
た
。い
ま
だ
災
害
の
爪
痕
が
大
き
く
残
る
被
災
地
の

復
興
を
心
よ
り
願
い
、今
後
も
引
き
続
き
支
援
を
行
って
まい
り
たいと
思
い
ま
す
。

一方
、社
会
情
勢
を
見
る
と
、グ
ロ
ー
バル
化
、少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
」や「
社
会
保
障
と
税
の一体

に
と
も
な
う
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
」な
ど
、難
しい
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、来

れ
た
ブ
ー
タ
ン
国
王
夫
妻
は
、私
た
ち
に「
幸
せ
」の
意
義
につい
て
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。無
い
も
の
ね

で
な
く
、今
あ
る
も
の
に
感
謝
す
る
こ
と
、そ
れ
は
ま
さ
に「
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
見
つめ
な
お
す
」こ
と
につ
な
が
り
ま
す

新
庄
は
雪
が
多
い
分
、豊
か
で
おい
しい
水
や
食
べ
物
が
あ
り
、そ
の
こ
と
は「
味
覚
ま
つ
り
」「
そ
ば
ま
つ
り
」で
実
感
で

す
。ま
た
歴
史
的
文
化
遺
産
と
し
て
国
指
定
重
要
文
化
財
の「
新
庄
ま
つ
り
」、「
鳥
越
八
幡
神
社
」、国
史
跡
の「
お

や
」、さ
ら
に
近
代
遺
産
の「
原
蚕
の
杜
」、測
量
遺
産
と
し
て
の「
塩
野
原
基
線
」な
ど
は
、本
市
に
とって
貴
重
な
財

す
。他
に
も
歴
史
セ
ン
タ
ー
の
民
具
、新
庄
城
址
、雪
の
里
情
報
館
、新
幹
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
レ
ン
ガ
庫
に
転
車
台

て
芭
蕉
と
最
上
川
な
ど
思
いつ
く
ま
ま
あ
げ
て
み
ま
し
た
が
、他
に
も
誇
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。地

る
と
な
か
な
か
気
づ
か
ず
、つい「
何
も
無
い
」と
言
いが
ち
で
す
。で
も
先
に
あ
げ
た
よ
う
な
も
の
こ
そ
が「
新
庄
の
良
さ

り
、他
と
の
違
いと
し
て
大
き
な
魅
力
と
な
り
ま
す
。そ
の
魅
力
を
輝
か
せ
る
た
めに
は
、もっと
もっと
磨
か
な
け
れ
ば
な

せ
ん
。磨
く
と
は
活
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、情
報
発
信
す
る
こ
と
で
す
。保
存
だ
け
で
な
く
活
用
す
る
こ
と
で
、いっそ
う

が
増
し
ま
す
。そ
の
突
破
口
と
し
て「
新
庄
ま
つ
り一〇
〇
万
人
誘
客
構
想
」、エコロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の「
農
業
公
園
構

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
まい
り
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、先
人
の
教
え
や
取
り
組
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、失
敗
を
恐
れ
ず
前
向
き
に
新
しいこ
と
に
挑
戦

辰
年
に
し
て
まい
り
ま
す
。市
民一人
ひ
と
り
が
、自
信
と
誇
り
の
中
で
、新
庄
に
住
ん
で
よ
かった
、今
後
も
住
み
続
け

い
う
ま
ち
に
す
る
為
に
、「
人
行
き
か
う
ま
ち
」、「
人
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」、「
人
学
び
あ
え
る
ま
ち
」の
市
政
運
営
の
基
本

の
も
と
に
、「
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
新
庄
」の
実
現
に
努
め
て
まい
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て
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▲３月１１日東日本大震災発生。本市で
は震度５弱を観測したが、大きな被害に
は至らなかった。同日夜、山形県緊急消
防援助隊が被災地へ出発。

▲全国高校スキーで新庄北優勝。

▲７年ぶりにＡＬＴを採用。

▲人間国宝・奥山峰石氏金工６０周年記念
展を市民プラザで開催。

▲「山屋セミナーハウス」オープン。初日には仙台市若林区
の二木子供会の皆さんが訪れた。

▲山尾市長再選。

▲第４回新庄味覚まつり

▲第２回新庄そばまつり。市出身の
森正明氏作曲による「新庄そば音
頭」も披露された。

▲震災復興を祈念し、ＳＬ湯けむり復興号が
新庄～小牛田間を走行。

▲観光誘致事業で台湾を訪問。新
北市新荘区の許区長と会談。

▲吉本興業所属の山形住みます芸
人三浦友加さんを「しんじょさ、あべ！
部長（ＰＲ大使）」に任命。

▲第１回日本の伝統まつりポスターコンクール
実施。

▲５年ぶりに市豪雪
対策本部設置。

▲国道１３号新庄北道路開通。（３月２６
日）

▲豪雪の影響で桜の開花が遅れたものの、例年どおりカド焼きまつりを開催

1月

2月4月

3月3月

7月

8月
8月

9月 10月

11月

11月

11月

7月

平成23年
新庄市「1年の出来事」写真で

みる



平
成
二
十
二
年
度
に
実
施
し
た
四
○
七
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価
し
ま
し
た
。
結
果
に
基
づ
い
た
今
後
の
方
向
性
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4

画（
第
四
次
新
庄
市
振
興
計
画
）を
平
成

二
十
三
年
三
月
に
策
定
し
ま
し
た
。総

合
計
画
は
上
図
の
よ
う
に「
基
本
構
想
」

「
基
本
計
画（
施
策
）」「
実
施
計
画（
事
務

事
業
）」に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、そ

れ
ぞ
れ
目
的
と
手
段
と
い
う
関
係
で
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
市
の
行
政
評
価
で
は
、施
策
と

事
務
事
業
を
対
象
と
し
て
、評
価
を
実

施
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達

成
度
を
把
握
し
な
が
ら
、効
果
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

計
画
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
評
価
結
果
の
公
表

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業
の
評

価
結
果
の
概
要
を
左
頁
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、全
事
務
事
業
の
評
価
シ
ー
ト

は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
、総

合
政
策
課
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。施

策
評
価
に
つ
い
て
は
、後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。よ
り
効
果
的
な
行
政
評
価
に
す

る
た
め
、評
価
方
法
や
結
果
に
つ
い
て
ご

意
見・ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
総
合
政
策
課
企
画
政
策
室

内
線
☎
２
３
６

■
行
政
評
価
と
は
？

　

行
政
評
価
は
、市
が
行
う
行
政
活
動
に

つ
い
て「
当
初
期
待
し
た
と
お
り
の
成
果

が
あ
が
っ
て
い
る
か
」と
い
う
視
点
か
ら

客
観
的
に
評
価
や
分
析
を
行
う
も
の
で
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
市
政
運
営
の
実

現
と
、行
政
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
等
の
目
的
を
明
確
に
し
、成
果

を
数
値
化
し
て
評
価
し
て
お
り
、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル（
下
図

参
照
）を
行
政
運
営
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、行
政
の
意
思
決
定
か
ら
改
善
に

い
た
る
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、「
経
営
」と
い
う
視
点
で
行
政
活
動

を
見
直
し
、業
務
や
事
業
の
改
善
な
ど

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、平
成
十
五
年
度
か
ら
行
政
評

価
に
取
り
組
ん
で
お
り
、評
価・
分
析
に

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
次
年
度

の
事
務
事
業
の
改
善
や
振
興
計
画
の
進

行
管
理
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

■
総
合
計
画
と
行
政
評
価

　

こ
れ
か
ら
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

〜
効
率
的
な
事
業
実
施
と
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
目
指
し
て
〜

  
行
政
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す

基本構想

基本計画
（施策）

実施計画
（事務事業）

行政評価システムのイメージ

P LAN
　　　 計画

A CTION
　　　  改善 D O

　　　 
事業実施

まちづくりの基本的な方向（目指す
べき将来像）を定めた構想

基本的な施策を体系別に
示した計画

具体的な事務事業を
示した計画

目的手段

C HECK
　　　 評価

施策評価
事務事業評価

行政評価の目的
①行政の説明責任と透明性の確保
②行財政の効率化推進
③職員の政策形成能力の向上
④予算編成や振興計画進行管理
　への活用
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昨
年
度
実
施
し
た
四
○
七
の

事
務
事
業
を
評
価
事
業（
市
の
裁

量
で
実
施
し
て
い
る
独
自
事
業
で

成
果
の
表
せ
る
も
の
）と
説
明
事
業

（
法
令
な
ど
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
事
業
・
対
象
が
市
役
所
の
み

の
事
業
な
ど
）に
区
分
し
て
評
価

し
ま
し
た
。昨
年
度
は
評
価
事
業

が
二
六
〇
、説
明
事
業
が
一
四
七

事
業
で
し
た
。

■
評
価
の
方
法

　

評
価
事
業
は
、次
の
各
項
目
に

よ
り
そ
の
成
果
や
妥
当
性
な
ど
に

つ
い
て
評
価
し
て
い
ま
す
。

　行政運営に対する市民の意見をより
一層取り入れるため、昨年度から外部
評価を試行しています。
　今年度も昨年度同様、外部評価委
員を新庄市行政改革市民委員会の委員
（10名）に、座長を東北公益文科大学
の和田明子准教授にお願いし、10月
20日と21日に実施しました。
　昨年度は評価対象とする事業を市が
選定していましたが、今年度は評価委員
自らが10事業を選定して行いました。
市民の目線による事業のあり方や課題
の指摘、提案や要望などもいただき、充
実した会議となりました。
　今後、行政改革市民委員会は「外部
評価のあり方と評価結果の有効活用

について」をテーマに提言をまとめること
にしていますが、いただいた意見を参考
にしながら、業務の改善はもとより、より
充実した行政評価システムを構築でき
るよう研究を進めていきます。

一． 

成
果
指
標

　

事
業
の
成
果
を
数
値
化
す
る

指
標
を
設
定
し
、そ
の
目
標
値
に

対
し
ど
れ
だ
け
近
づ
い
た
か
測
定

し
ま
し
た
。

二
． 

項
目
別
評
価

　

次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
見
直

し
、改
善
の
余
地
が
な
い
か
評
価

し
ま
し
た
。

①
目
的
妥
当
性　

目
的
が
施
策

に
結
び
つ
い
て
い
る
か
、市
が
税
金

を
投
入
し
て
行
う
必
要
が
あ
る

か
、対
象
や
目
指
す
状
態
が
適
当

で
あ
る
か

②
有
効
性　

成
果
の
向
上
余
地

が
な
い
か
、廃
止
・
休
止
し
た
場
合

の
影
響
が
あ
る
か
、類
似
事
業
と

統
廃
合
・
連
携
で
き
な
い
か

③
効
率
性　

成
果
を
下
げ
ず
に

事
業
費
を
削
減
で
き
な
い
か
、人

件
費
の
削
減
余
地
は
な
い
か
、実

施
形
態
は
適
正
か

三
． 

今
後
の
方
向
性

　

事
業
の
課
題
に
応
じ
た
改
善
方

法
を
検
討
し
、今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て「
現
行
・
拡
大
・
縮
小
・
改
善
・

統
合
・
休
止
・
廃
止
・
終
了
」で
示
し

ま
し
た
。

外部評価会議

平成22年度事務事業評価結果

今回外部評価の対象となった事業
「山大エリアキャンパスもがみ」運営事業
ふるさと歴史センター事業
広報事業
バイオマス活用生ごみ収集事業
除排雪事業
エコロジーガーデン維持管理事業
新庄まつり運営事業
企業誘致対策事業
わらすこ広場管理運営事業
神室荘管理運営事業

区分 主な事業名

現行
183事業

事業の対象や内容な
どを変更せずに現行
のまま継続すべき事業

自主防災組織育成事業
放課後子ども教室推進事業
クリーンエネルギー活用推進事業など

拡大
46事業

事業費や人員などを
拡大して継続すべき
事業

エコロジーガーデン維持管理事業
企業誘致対策事業
新庄まつり運営事業
通学手段確保対策事業
図書館管理事業
道路維持管理事業
公共下水道管渠維持管理事業
市民活動支援事業など

縮小
４事業

事業費や人員などを
縮小して継続すべき
事業

市立保育所管理運営事業
小中一貫教育推進事業など

改善
16事業

事業の対象や内容な
どを見直し、成果の向
上やコスト削減を行う
べき事業

バイオマス堆肥製造事業
地産地消推進事業
市民プラザ管理事業
市民参加型スポーツイベント開催事業
雪処理マナー周知事業など

統合
１事業

他の事業と目的などが
類似しているため統合
すべき事業

いじめ根絶運動支援事業

休止
１事業

周期的実施の事業な
ど、翌年度一時休止
する事業

関屋小檜室線街路整備事業

廃止
１事業

評価年度で廃止した
事業や翌年度以降に
廃止すべき事業

東山スポーツハウス管理運営事業

終了
８事業

事業の目的を達成した
ため終了した事業

神室山避難小屋改築推進事業
天満神社建物保存修理事業
市道梅ケ崎吉沢線道路改良事業など
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市
職
員
の
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
は
、県
人
事
委
員
会
の
勧
告
と
県
内
自
治
体
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
改
善
の
た
め
、他
市
町
村
に
先
駆
け
て
平
成
十
四
年
度
か
ら
職
員
給
与
、職
員
数
の
削
減
な
ど

人
件
費
の
抑
制
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
件
費
削
減
の
取
り
組
み
と
職
員
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●▼ 

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み

■
職
員
数
の
削
減

　平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
に
お
い
て
、職
員
数
を
七
十
二
名

削
減
し
ま
し
た
。

■
職
員
給
与
の
削
減

【
期
末
、勤
勉
手
当
】

　平
成
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
、こ
れ
ま

で
約
三
億
四
千
三
百
万
円
を
削
減

（
平
成
二
十
三
年
度
は
約
八
百
四
十
万

円
削
減
）

【
管
理
職
手
当
】

　平
成
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
、こ
れ

ま
で
約
六
千
三
百
万
円
を
削
減（
平
成

二
十
三
年
度
は
約
六
百
八
十
万
円
削

減
）

【
市
長
、副
市
長
、教
育
長
給
与
】

　平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
し
、こ
れ

ま
で
約
一
億
千
八
百
万
円
を
削
減（
平
成

二
十
三
年
度
は
約
千
四
百
万
円
削
減
）

（平成２２年度普通会計決算）
住民基本台帳人口（平成２２年度末） 38,787人

歳出額（Ａ） 150億521万3千円
人件費（Ｂ） 26億9,081万7千円

人件費率（Ｂ／Ａ） 17.9％
２１年度の人件費率（参考） 18.7％

※人件費には、特別職（市長、副市長及び議会の議員）に支給される給料、報酬
等を含みます。なお、県の人件費率は27.8％です。

（平成２３年度普通会計当初予算）
職員数（Ａ） 295人

給
　
与
　
費

給　料 11億7,905万7千円
職員手当 1億4,070万9千円

期末勤勉手当 4億530万5千円
合計（Ｂ） 17億2,507万1千円

一人当たり給与費（Ｂ／Ａ） 584万7千円
※特別職、上下水道などの企業会計を除きます。職員手当には、退職手当は含
みません。なお、県の一人当たり給与費は、665万8千円です。

人件費の状況

職員給与費の状況
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414 399

371

311

216,852
203,707 197,824

181,916
172,507

職員数の推移 職員給与費の推移
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  （平成２３年４月１日現在）

区 分
期末手当 勤勉手当

市 国 市 国
 ６月期 1.2月分 1.225月分 0.6月分 0.645月分
１２月期 1.35月分 1.375月分 0.6月分 0.645月分
計 2.55月分 2.6月分 1.2月分 1.29月分

区   分 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度
職員数（４月１日現在） 361人 347人 331人 321人 311人
採用者（　　〃 　　）   3人   5人   6人  12人  14人
退職者（前年度末）  13人  19人  23人  22人  24人

※市長、副市長及び議会の議員を除き、教育長を含みます。

職員の平均給料・平均給与の月額及び平均年齢

職員の期末・勤勉手当

職員数の状況

市長・副市長・教育長の給与等 職員の退職手当
（平成２３年４月１日現在）

区　分 給 料 月 額 等

給　　料
市　長 460,000円（50％削減）
副市長 420,000円（40％削減）
教育長 420,000円（29％削減）

期末手当
 ６月期 1.375月分
１２月期 1.475月分
　計 2.85月分

※特別職の給料月額は２３年１１月から、市長は２０％
削減し７３６，０００円、副市長は１０％削減し６３０，０００
円、教育長は８％削減し５４２，８００円となっています。

（平成２３年４月１日現在）
区　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20年 23.50月分 30.55月分
勤続 25年 33.50月分 41.34月分
勤続 35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
1人あたり平均支給額 2,286万7千円
※平均支給額は、平成２２年度に退職した職員に支給された平均
額です。

（平成２３年４月１日現在）
区　分 給 料 月 額 等

給　　　料
議　長 448,000円
副議長 395,000円
議　員 370,000円

期 末 手 当
 ６月期 1.375月分
１２月期 1.475月分
　計 2.85月分

市議会議員の報酬等
◆ 市議会の

主な取り組み ◆

市議会では、平成２３年度から、議員定

数を２０人から１８人に削減しました。

　市議会議員の報酬、期末手当の状

況をお知らせします。

（平成２３年４月１日現在）
区  分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.9歳 334,900円 414,318円
技能労務職 52.2歳 366,300円 409,518円

※平均給与月額は、平均給料月額に職員手当の月額を加えたものです。例年に比べ平均給与月額が上昇しているのは、県
議会議員および市議会議員の選挙や、東日本大震災関連の時間外勤務手当などによるものです。

7 広報 1.11  2012
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２４年度健診申し込みが始まります。年に一度は 
健康チェックを！

健 診 内 容 健 診 日 程 実 施 場 所

セット健診
［男性］1月19・24・26日

最上検診センター［女性］1月17・20・27日

特定健診・健康診査・がん検診 ［男性・女性］1月31日

※健診を申し込んでいる方には個別に案内を送付します。23年度の健康診断は1月で終了予定です。まだ健診を受けていない方は、
電話で申し込んでください。 ◎詳しくは、健康課健康推進室へ。☎内線516

　市では、４０歳以上の男性、２０歳以上の女性のいる世帯へ、平成２４年度の健康診断申込書を配布しています。年に1回は健康診
断を受け、自分の健康チェックをしましょう。

◆健康診断内容◆
特定健診（健康診査）、胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、セット健診
＊対象年齢及び料金（予定）については、申込書に同封されている平成24年度健康診査のご案内で確認してください。

◆申込書提出期間◆
健診申し込みの有無にかかわらず、全世帯１月２３日（月）まで、市健康課または区長さんへ提出してください。

　新庄市のがん検診受診状況（平成22年度）

平成22年度、市の検診受診者の中で１７人にがんが発見されました。健康増進、がんの早期発見・早期治療のためにも健康診断を受けま
しょう。

　子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券をご利用ください。
　市では、下記の年齢の人に子宮頸がん検診、乳がん検診の無料クーポン券を７月末にお送りしています。まだ受診していない方は、この
機会に無料クーポン券を利用し、がんの早期発見・健康増進に努めましょう。

◆無料クーポン券有効期限◆
利用できる期間は、２月２９日までです。（ご希望の方は、１月中に予約をお願いします。）

◆検診機関◆
市と契約した検診機関・医療機関で受診できます。詳しくはクーポン券に同封している案内をご覧ください。

※いずれも平成２２年４月２日から２３年４月１日までの到達年齢です。

　平成24年1月の健診日程 ※健診対象者については平成23年度保健事業のご案内（全戸配布）をご覧ください。

検診内容 受診者数 要精検者数
（率）

精密検査
受診者数
（率）

発　見　疾　病
がん
（疑い） そ　の　他

胃がん 3163 316（10） 278（88） 5 胃ポリープ 36　胃潰瘍 5　経過観察 55
十二指腸潰瘍 2　その他 68

大腸がん 3506 193（5.5） 152（78.8） 4 大腸ポリープ 51　その他 12
肺がん 3025 113（3.7）  88（77.9） 3 その他新生物 1
乳がん

（甲状腺がん）  2074 120（5.9）
 32（1.5）

106（88.2）
 29（90.6） 

2
1

乳腺症 18　乳腺良性腫瘍 4　その他 12
良性甲状腺腫 11　その他 10

子宮がん 1720 13（0.8） 13（100） 2 異形成 4　その他 4

　■子宮頸がん検診の対象年齢
年齢 生　年　月　日
20歳 平成2年4月2日～平成3年4月1日
25歳 昭和60年4月2日～昭和61年4月1日
30歳 昭和55年4月2日～昭和56年4月1日
35歳 昭和50年4月2日～昭和51年4月1日
40歳 昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

　■乳がん検診の対象年齢
年齢 生　年　月　日
40歳 昭和45年4月2日～昭和46年4月1日
45歳 昭和40年4月2日～昭和41年4月1日
50歳 昭和35年4月2日～昭和36年4月1日
55歳 昭和30年4月2日～昭和31年4月1日
60歳 昭和25年4月2日～昭和26年4月1日
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　市は、市内の職人さんや技術者から、特に優れた技術を持つ方を「新庄市卓越技能者」として表彰しています。
今年度は、関係団体からの推薦により、髙山正廣さん（写真左）と加藤俊二さん（写真右）が選ばれました。

表彰されたお二人に今後の抱負などをうかがいました。

　家業が板金店で、私は三代目で
す。子どものころから将来は自分が
家を継ぐというイメージを持って育
ちました。
　中学校卒業後から家業に携わる
ようになりましたが、母の勧めで定

時制夜間部に入学。日中の仕事のあと、夜中まで勉強をし
たものでした。また仕事に関しては、教えられるというより、
市内あちらこちらの現場に通って覚えたものです。「仕事は
実際にやってみて自分で覚える」というのが当時は普通だっ
たと思います。
　今、息子や同年代の仲間たちが、私のもとでこの仕事に取
り組んでいます。自らの意思でこの道に入り、頑張っている
若者たちの姿を頼もしく思っています。技術指導は言葉だけ
では伝えにくいので、実際に作業をしながら教えたいところ
ですが、最近は伝統的な技法を要する入母屋造りの仕事依
頼も減っているためになかなかできず、とても残念です。そ
れでも、できる限りの指導をしていきたいと思っています。

（県板金工業組合新庄支部推薦）

　父と兄も大工。「自分も大工にな
るのだろう」という思いが小さいこ
ろからありました。
　五十年以上続けていますが、大
工になりたての頃は、冬になると、
施主宅に泊まりこみで仕事を続け

たものです。昼に作業、夜寝る前に図面を引くこともよくあ
りました。借りた部屋の一角でうつぶせになって図面を引く
のですが、見かねた施主さんが机を出してくれるなど、まだ
駆け出しの私を温かい目で見守ってくれていたようでうれ
しかった思い出があります。
　これまで指導した弟子は今も現役で活躍していますが、
この頃の住宅建築は機械で木材を加工して組み上げること
が多く、自分で木材を刻んで仕上げていくという手法をとる
ことは少なくなっています。技術が失われていくようでとて
も残念に思っています。
　昔ながらの良さが見直されることも期待しつつ、今回の
表彰を励みに今後も精進していきます。

（新庄建築大工組合推薦）

建築板金工
高山正廣さん

（桧町）

建築大工
加藤俊二さん

（西町）

平成23年度

あられこ

【
材
料
】

●
も
ち
米
…
一
升　

●
重
曹
…
小
さ
じ
一
杯

●
揚
げ
油
…
適
量　

●
砂
糖
…
一
カ
ッ
プ

●
水
…
二
分
の一
カ
ッ
プ

【
作
り
方
】

①
餅
を
つ
き
、重
曹
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
る
よ
う

に
つ
く
。

②
一
セ
ン
チ
厚
さ
に
平
た
い
大
き
い
容
器
に
餅
を

と
り
、一
日
置
く
。そ
の
後
、一セ
ン
チ
角
く
ら
い

の
大
き
さ
に
切
り
、陰
干
し
す
る
。

③
②
の
よ
く
乾
燥
し
た
も
の
を
低
め
の
油
に
入

れ
、膨
ら
ん
で
き
た
ら
強
火
に
し
、う
す
い
き
つ

ね
色
に
な
る
ま
で
揚
げ
る
。

④
砂
糖
に
水
を
少
々
加
え
、煮
詰
ま
っ
た
ら
③
を

入
れ
て
、素
早
く
か
ら
め
、広
げ
て
冷
ま
す
。

☟
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

餅
は
鏡
餅
を
利
用
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。鏡

餅
を
砕
い
て
使
う
の
で
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な〝
あ
ら

れ
こ
〞が
で
き
ま
す
。ま
た
、小
正
月
に
作
る「
な
し

団
子
飾
り
」の
色
つ
き
団
子
を
使
う
と
、色
と
り

ど
り
の〝
あ
ら
れ
こ
〞に
な
り
ま
す
。砂
糖
の
代
わ

り
に
塩
を
使
っ
て
も
お
い
し
く
で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
協
力

に
よ
り
季
節
の
郷
土
料
理
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
で
は
、今
年
度
も
定
期
的
に
郷
土
料

理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
日
程
や
内
容
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局（
健
康

課
健
康
推
進
室
）へ
。☎
内
線
５
１
6

旬を食べる
しんじょうの郷土料理

新庄市卓越技能者表彰
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板金加工技術を活か
して、くじら餅蒸し器を
作る髙山さん

住宅リフォーム作業中
の加藤さん
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蝋ろ
う
そ
く燭

か
ら
電
気
へ 

　

江
戸
時
代
の
灯あ

か
り

は
、武
士
階
級
は

蝋
燭
か
行あ

ん
ど
ん灯
、庶
民
は
囲い

ろ

り

炉
裏
の
た

き
火
か
松ま

つ
や
に
ろ
う
そ
く

脂
蝋
燭
が
普
通
で
あ
っ

た
。松
脂
蝋
燭
と
は
、松
脂
を
細
長

く
丸
め
、笹
の
葉
で
包
ん
だ
も
の
。

と
も
す
時
は
そ
の
先
端
に
点
火
す

る
が
、灰
が
た
ま
る
と
す
ぐ
消
え
る

の
で
、そ
の
度
に
火
箸
で
灰
を
た
た

き
落
と
す
。一
般
家
庭
で
は
、明
治

三
十
年
こ
ろ
ま
で
併
用
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

　

文
明
開
化
の
象
徴
の
一
つ
は
、東

京
銀
座
の
煉れ

ん

が瓦
敷
き
の
街
路
を
明

る
く
照
ら
す
ガ
ス
灯
で
あ
っ
た
と
い

う
。最
上
郡
内
で
の
ガ
ス
灯
の
初
め

は
、新
た
に
架
け
ら
れ
た
舟
形
橋
の

両
端
に
設
置
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で

（
明
治
十
五
年
こ
ろ
）、新
庄
で
は

明
治
後
期
に
撮
影
さ
れ
た
郵
便
役

所
の
写
真
の
門
前
に
ガ
ス
灯
が
見

え
る
。た
だ
し
、こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ

る
ガ
ス
で
は
な
く
、灯
油
が
原
料
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
一
般
家
庭
に
灯
油
ラ
ン
プ
が
入
っ

て
く
る
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ

る
。珍
し
い
ガ
ラ
ス
の
器
の
中
で
燃

え
る
火
は
炎
が
揺
れ
ず
、明
る
さ
を

自
由
に
加
減
で
き
る
の
で
、こ
れ
を

見
た
人
々
は
非
常
に
驚
い
た
と
い

う
。
明
治
十
五
年
に
山
形
で
購
入

し
た
と
い
う
家
庭
も
あ
る
が
、広
く

普
及
し
た
の
は
明
治
三
十
年
前
後

だ
っ
た
と
い
う
。ま
た
、明
治
末
期

地
域
全
体
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り

泉
田
地
区
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会

会
長

　
平
向
　
岩
雄

　
泉
田
地
区
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協

議
会
は
、九
つ
の
集
落
、五
百
三
十
七

世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。地
区
民

の
総
意
に
よ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、住

民
の
連
帯
意
識
の
高
揚
を
は
じ
め
、地

区
の
環
境
整
備
や
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を

祈
念
し
て
、泉
田
川
河
川
敷
公

園
に
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
た

り
、長
寿
を
祈
念
し
て
八
十
歳

以
上
の
長
寿
者
番
付
表
を
作

成
し
て
全
戸
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、県
民
河
川
愛
護
デ
ー
に
ち
な

ん
で
の
河
川
清
掃
、地
区
民
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
の
芋
煮
会
、地

域
の
環
境
美
化
に
国
道
十
三
号
泉

田
十
字
路
周
辺
の
植
花
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
植
花
事
業
は
、国
道
の
整
備
と

併
せ
て
植
樹
帯
が
設
置
さ
れ
た
の

を
機
に
、花
を
植
え
て
地
域
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
、昭
和
六
十
三
年
か

ら
始
め
ま
し
た
。

　
道
路
は
地
域
の
玄
関
で
も
あ
り
、皆

さ
ん
が
花
を
見
て
、「
こ
の
地
域
は
き

れ
い
な
地
域
だ
」と
の
思
い
を
も
っ
て

通
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、ま

た
、共
同
作
業
に
よ
る
人
と
人
の
絆
を

強
く
し
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
て
、協
議
会
の
役
員
と
地
域
の
皆
さ

ん
が
作
業
を
分
担
し
て
推
進
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
結
果
今
年
度
、「
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
」愛
護
団
体
と
し
て
、国

土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、地
域
の
美
化
運
動
と
し

て
、ま
た
、地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

第10号

地
域
づ
く
り
通
信

　「泉田地区住みよい町づくり協議会」は、昭和63年から国
道の植樹帯に花を植える活動を継続していますが、その活
動が評価され、国土交通省東北地方整備局長から表彰され
ました。泉田地区では他にも、若手グループ「泉田元氣会」
が敬老会を主催するなど、世代を越えた活動を実践してい
ます。

地域づくり
に挑戦！
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●児童図書●
子どもに語るアラビアンナイト･･････････西尾　哲夫
えんまのはいしゃ ････････････････････････くすのきしげのり
ずかんプランクトン～見ながら学習調べてなっとく～ 
　 ･･････････････････････････････････････････････････････清水　洋美
学習新聞のつくり方事典～わかりやすく伝えよう～ 
　 ･･････････････････････････････････････････････････････鈴木　伸男
子ども東北学（よりみちパン！セ） ･･････山内　明美
鷹匠は女子高生！ ････････････････････････････佐和みずえ
とっぴんしゃん（上・下巻） ･････････････････山本　一力

●一般図書●
澁谷道俳句集成･････････････････････････････澁谷　　道
名所で名句 ･････････････････････････････････････鷹羽　狩行
シャルロット・ペリアンと日本
　 ･･････････「シャルロット・ペリアンと日本」研究会編
柳田国男と今和次郎～災害に向き合う民俗学～ 
　 ･･････････････････････････････････････････････････････畑中　章宏
あつあつを召し上がれ ･････････････････････小川　　糸
トマト缶レシピ～完熟のおいしさ、いつでも手軽に～ 
　 ･･････････････････････････････････････････････････････平澤美佐子
フェルメール巡礼 ･････････････････････････････朽木ゆり子
ヒア・カムズ・ザ・サン ････････････････････････有川　　浩
蛍の航跡～軍医たちの黙示録～ ･･･帚木　蓬生
相性･････････････････････････････････････････････････三浦　友和
ヴァニティ ････････････････････････････････････････唯川　　恵
一分ノ一　上　やさしいことをふかく ･･･井上ひさし
河北新報のいちばん長い日 ････････････河北新報社
用心棒血戦記･････････････････････････････････鳥羽　　亮
おとなガールのお酒じかん ････････････････リベラル社
こなもん屋馬子 ･･･････････････････････････････田中　啓文
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に
、新
庄
の
商
店
街
で
は
ガ
ス
灯
を

使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、や

が
て
、こ
れ
ら
が
電
灯
に
変
わ
る
。

　

新
庄
で
電
灯
が
と
も
っ
た
の
は
、

明
治
四
十
四
年
十
二
月
一
日
で
あ

る
。当
初
は
株
式
会
社
に
よ
る
経
営

の
計
画
で
あ
っ
た
が
、町
長
の
突
然

の
議
会
提
案
に
よ
り
、町
営
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。一
部
に
は
、電

灯
を
使
用
で
き
な
い
人
々
と
の
不

公
平
さ
な
ど
か
ら
反
対
の
声
も
挙

が
っ
た
が
、小
国
川
の
水
を
利
用
し

た
瀬
見
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、新

庄
ほ
か
一
カ
村
へ
の
送
電
が
開
始
さ

れ
た
。し
か
し
、夕
方
五
時
か
ら
朝

七
時
こ
ろ
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間

で
あ
り
、ま
た
利
用
で
き
た
の
は
町

場
の
中
流
以
上
の
家
庭
で
、し
か
も

一
家
に
一
灯
と
い
う
の
が
大
部
分
で

あ
っ
た
。一
般
庶
民
に
と
っ
て
は
ま
だ

ま
だ
高
価
な
も
の
で
、当
初
の
利
用

は
全
戸
数
の
四
割
程
度
で
あ
っ
た
。■開館時間:午前10時～午後6時

■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

◎地域子育て支援センター（わらすこ広場内）☎22-5115

　29カ国で57万部売れているベストセラー！
緊急時用のラジオのつくり方、アボカドの種のと
りのぞき方、季節に合ったスーツの選び方、ゾウ
の乗り方など、生活の役にたつ(かもしれない)
豆知識をカラーイラストで紹介。必見です！

今月の本
『図解！！やりかた大百科

～役にたつ（かもしれない）４３８の豆知識～』
　　　　　　デレク・ファーガストローム／著

今月のテーマ展示
『平安時代』

　2012年、今年の大河ドラマは『平清
盛』。平安時代末期、きらびやかな源氏物
語の世界はごく一部とのこと。実は「自力救
済」の大変な世の中でした。その時代にスポ
ットをあて、武士の時代を誕生させた清盛に
関することはもちろん、史実や制度など、いろ
いろな角度から考証した図書を展示します。

蔵書検索

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ

換
気
を
し
よ
う
！

　

暖
房
を
使
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

閉
め
切
っ
た
部
屋
で
長
時
間
暖
房
を
使

っ
て
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、細
菌
に
対

す
る
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、風
邪
を
ひ
き

や
す
く
な
り
ま
す
。１
時
間
に
１
度
は

窓
を
開
け
、新
鮮
な
空
気
と
入
れ
替
え

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、暖
房
器
具
に
よ
る
事
故
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、子
ど
も
が
走
り
回
っ

た
り
し
な
い
、燃
え
や
す
い
も
の
を
近

く
に
置
か
な
い
な
ど
、日
ご
ろ
か
ら
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

肌
荒
れ
に
も
要
注
意
！

　

生
後
２
カ
月
か
ら
思
春
期
を
迎
え
る

ま
で
の
子
ど
も
は
、水
分
の
蒸
発
を
防

ぐ
皮
脂
膜
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、水

分
が
絶
え
ず
逃
げ
て
い
ま
す
。乾
燥
す

る
と
、刺
激
や
化
学
物
質
か
ら
肌
を
守

れ
な
く
な
り
、特
に
子
ど
も
の
薄
い
皮
膚

は
傷
つ
い
た
り
、か
ゆ
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。水
分
や
脂
肪
を
含
ん
だ
ク
リ
ー
ム

を
塗
る
な
ど
し
、子
ど
も
の
肌
を
守
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

や
け
ど
に
注
意
！

　

こ
の
時
期
怖
い
の
が「
や
け
ど
」
で

す
。暖
房
器
具
や
や
か
ん
、熱
い
お
茶
な

ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
、注
意
が
必
要
で

す
が
、誤
っ
て
や
け
ど
を
し
て
し
ま
っ
て

も
落
ち
着
い
て
対
処
し
ま
し
ょ
う
。や

け
ど
に
は
1
度
、2
度
、3
度
と
程
度
が

あ
り
ま
す
。

1
度
…
赤
く
な
り
、ひ
り
ひ
り
す
る

2
度
…
水
泡
が
で
き
、痛
み
も
強
い

3
度
…
感
覚
が
な
く
な
り
、皮
膚
が
こ

げ
た
り
、白
く
変
色
し
た
り
す
る

　

ど
ん
な
時
で
も
、す
ぐ
に
水
で
冷
や

す
こ
と
が
鉄
則
で
す
。痛
み
や
熱
さ
が

感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
、す
ぐ
に
病
院

へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

1月の遊びの広場と
巡回相談

13日㈮ 升形児童館

17日㈫ わくわく新庄

19日㈭ 本合海児童センター

24日㈫ 保健センター

これからの予定

1月26日㈭
第10回めごめご子育て講座

「鬼の面作り」

第2回パパ向け講座

「雪で遊ぼう」
は2月に開催予定です。

1月の
おすすめ

すくすくナビ
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しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS

■第１４回泉田フェスティバル開催！（12月18日／ゆめりあ）
「泉田フェスティバル2011」がゆめりあで開催されまし
た。ステージでは、泉田保育所児童による太鼓演奏を皮切
りに、泉田囃子若連、塩野民謡会、表現遊びサークルちゃ
れんこなど、幼児からお年寄りまで幅広い世代の出演者が
多彩な発表を行い、最後に泉田小6年生による創作劇「人
間になりたがった猫」が上演されると、児童たちの熱演に
会場は大きな拍手に包まれました。

市子ども芸術学校の造形部門
「パレット」が今年度取り組ん
だ作品の展覧会が行われまし
た。今年度は小学校１年生から
６年生までの１４人が参加。空
き箱やチラシなどを素材にし
たエコアートを中心にカラフル
で楽しい作品を展示しました。

■子ども芸術学校「パレット」作品展（12月3日～17日／市民プラザ）

地域学などについて学ぶ「大人
のための新庄学」（市民プラザ主
催 / 全６回）最終講座で、『新庄
市の将来ビジョン』と題し、市長と
教育長を迎え討論会を実施しま
した。参加者の代表８人が地域の
活性化や教育などについて考え
を述べ、意見交換を行いました。

■「大人のための新庄学」最終講座で討論会（12月3日／市民プラザ）

自然豊かな新庄の環境を守ろう
と、各学校で取り組んでいる環境
学習について発表する「かむてん
子ども環境サミット」が開催されま
した。これは「指首野川水辺の環境
推進協議会」が主催し毎年開催し
ているもので、今年は市内の小中
学校５校が活動発表を行いました。

■かむてん子ども環境サミット（12月15日／市民文化会館）　
■測量遺産「塩野原基線（一等三角点）」保存事業で
標示板設置（12月15日／仁田山付近）
明治２７年、日本の５万分の１地形図を作成するために当
時の萩野村と豊里村の間に一等三角測量の基線として設
置された塩野原基線。このような基線は全国１５カ所に設
置されましたが、現在、基線尺（長さ４メートルの鉄の棒）を
用いて測量可能な基線は、この場所だけとなっています。
測量技術の発展においても貴重な塩野原基線を永く後世
に伝えるため、国土地理院が測量遺産として保存すること
とし、基線の東端に測量遺産の標示板を設置しました。

12
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TOPICS

■市読書感想文コンクール表彰式
（12月3日／市立図書館）
４８回目となる市読書感想文コンクールが
実施され、このたび小学生から高校生まで
の応募者149人の中から優秀作品が選ば
れ、表彰式が行われました。優秀賞に選ば
れたのは20人。そのうち３人には、最上育
英会賞が贈られました。

■ドキュメンタリー映画「無常素描」上
映会（12月17日／市民プラザ）
新庄出身の大宮浩一監督による東日本大震災発生後
一月あまりの被災地をとらえた映画「無常素描」が市
民プラザで上映され、監督の舞台あいさつが行われま
した。上映会を主催した「プライマルプロジェクト」の
小中高生メンバーと監督の懇談会も実施され、子ども
たちは映画の内容などについて監督に質問しました。

1障がい者も暮らしやすい町に
「一歩2フェスタ2011」開催
（12月3日／ゆめりあ）

2新庄東高生が郷土文化な
どの体験活動の成果を披露
（12月10日／ゆめりあ）

3しめ縄飾り講座
（12月25日／歴史センター）■2■3 ■1

■満100歳のお祝いに小野清治さん（吉沢）に賀詞と記念品を贈呈（12月9日）

栄光をたたえて
■新庄市表彰
渡部平八（萩野）／８期３２年にわたり市議会議
員として市政の発展と振興に貢献、安孫子昭（若
葉町）／画家として多年にわたる優れた作品制
作と地域に根ざした活動を通して、地域の芸術
文化の振興に貢献
■あじさい表彰
永澤隆士（堀端町）／長年にわたり新庄市個人情
報保護審議会会長を務め、市勢の発展に貢献
■あじさい感謝
森正明（堀端町出身）／新庄そば音頭を制作し、
使用の権利を市に寄付
■あじさい奨励
松田安雄（本合海）／長年建築板金工として卓越
した技能を有し、技能水準の向上に貢献、小野榮
（堀端町）／長年わら屋根ふき工として、「国重要
文化財旧矢作家住宅」などの維持管理に貢献
■平成２３年中に叙勲等の栄に浴された方々
【叙勲・褒章】星川正彦（若葉町）／瑞宝双光章
（消防功労）、阿部英男（末広町）／紺綬褒章（公
益目的による寄付）
【市民・福祉功労関係】最上広域消防本部／総務
大臣表彰、浅沼喜治郎（福田）、松田慎一郎（荒小
屋）、笹正人（飛田）／消防庁長官表彰、佐藤典男
（万場町）、仙台栄治（本合海）、武田勘正（月岡）、
佐藤長治（松本）／日本消防協会長表彰、佐藤誠
（中道町）／県知事表彰、押切あき子（沖の町）／
全国交通安全母の会連合会長表彰、長沼敏（千
門町）／環境やまがた大賞、阿部正（上金沢町）
／県防犯協会連合会長・警察本部長連名表彰、
本澤昌紀（万場町）東北管区行政評価局長表彰、
巻エミ子（本宮）／社会福祉功労者県知事表彰
【産業・経済功労関係】泉田地区住みよい町づく
り協議会／国土交通省東北地方整備局長表彰
【教育・文化功労関係】大場和夫（荒小屋）／全国
体育指導委員功労者表彰、森新昭（若葉町）、竹
田眞一（万場町）／山形県教育功労者表彰、近江
正人（堀端町）／国民文化祭実行委員会長賞（現
代詩）、山形東亜ＤＫＫ㈱／ワークライフバランス
優良企業県知事表彰、新庄南高校図書委員会／
文部科学大臣賞、明倫中学校／県交通安全功労
者表彰、泉田小学校／県学校安全優良学校表彰
■第48回市読書感想文コンクール
【最上育英会賞】佐藤彩乃（日新小）、阿部真美子
（日新中）、阿部優衣（新庄南高）【優秀賞・小学校
の部】関和奏（新庄）、森田龍太朗（沼田）、三浦大
資・大又佳乃子・渡辺里空・芦野怜那・奥山思（日
新）、井上桃・川又のん（泉田）、庄司夏生（萩野）、
青木実央（昭和）【中学校の部】八鍬椿・藤田真
帆（新庄）、毛利美友（明倫）、佐々木ほのみ・伊藤
理子（日新）【高校の部】原田ひかり（新庄北）
■第30回肢体不自由児・者の美術展
【ＮＴＴデータジェトロニクス国際賞】加藤海周
（県立総合療育訓練センター）

13 広報 1.11  2012
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです1月

平
成
24
年
度
み
ど
り
環
境

公
募
事
業
募
集

や
ま
が
た
緑
環
境
税
で
支
援
す

る
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
活

動
を
募
集
し
ま
す
。

▼
支
援
す
る
活
動
内
容

平
成
24
年
度
中
に
実
施
す
る
次
の

よ
う
な
活
動

①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

森
づ
く
り
活
動

源
の
利
活
用
な
ど

▼

間
2
月
20
日
㈪
ま
で

合
支
庁
森
林
整
備
課

☎
29-

１
３
４
８

平
成
24
年
度

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」募
集

の
管
理
・
経
営
の
た
め
の

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼

成
24
年
4
月
〜
平
成

の
2
年
間

▼

ン
ケ
ー
ト
への
回
答
や
現

地
見
学
会
、モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

席
な
ど

▼
募
集
期
間
1
月
31
日
㈫
ま
で

※
応
募
資
格
や
方
法
等
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
東
北
森
林
管
理
局

☎
０
１
８-

８
３
６-

２
２
７
４

第
３
回
楽
し
く
運
動
し
て

復
興
支
援
!!
軽
運
動
講
座

▼
と
き
2
月
5
日
㈰
午
後
1
時

30
分
〜
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内
容
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、ヨ
ガ
な
ど

（
託
児
も
あ
り
ま
す
）。

※
当
日
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
義
援
金
を
募
り
ま
す
。

▼
参
加
料
無
料（
保
険
料
別
途

5
0
0
円
）

▼
申
し
込
み
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
。

F
A
X
32-

0
6
6
3

メ
ー
ルlohas_infoff@

yahoo.co.jp

◎
ろ
は
す
の
会
・
海
藤☎

32-

０
６
６
３

最
上
地
区
県
立
高
校
の
再
編

整
備
計
画
の
地
域
説
明
会
開
催

▼
と
き
1
月
23
日
㈪
午
後
7
時
〜

午
後
8
時
30
分

▼
と
こ
ろ
市
民
文
化
会
館

▼
内
容
計
画
の
骨
子
説
明
と
質
疑

応
答

※
申
し
込
み
不
要
。無
料
の
託
児

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す（
利
用
に
は

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）。ま

た
、金
山
町
、最
上
町
、舟
形
町
で

も
開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

☎
０
２
３-

６
３
０-

２
４
９
３

身
近
な
相
続
教
室

及
び
相
続
登
記
相
談
会
開
催

▼
と
き
2
月
5
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

▼
と
こ
ろ
市
民
文
化
会
館

▼
内
容
相
続
登
記
相
談
会
と
身
近

な
相
続
教
室「
相
続
の
話
。遺
言
の

話
。」の
開
催（
相
続
教
室
は
午
前

11
時
と
午
後
2
時
の
2
回
開
催
）

▼
相
談
例
登
記
名
義
人
が
先
々
代

の
ま
ま
で
あ
る
、事
業
を
継
い
だ

子
ど
も
に
事
業
用
財
産
を
相
続
さ

せ
た
い
、相
続
人
に
行
方
不
明
者
が

い
て
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い

な
ど

※
相
談
料
や
予
約
は
不
要
で
す
。

◎
山
形
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
３-

６
２
３-

７
０
５
４

踏
切
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

冬
季
は
、踏
切
内
や
そ
の
付
近
で
、

凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
視
界

不
良
に
よ
る
踏
切
内
への
誤
進
入
な

ど
が
多
く
発
生
し
ま
す
。件
数
は

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、人
命
に
関

わ
る
大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

ほ
か
、列
車
を
利
用
す
る
多
く
の
人

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。踏
切
前
で一旦
停
止
、

警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
絶
対
に
横
断
し

平成２３・２４年度一般（指名）
競争入札参加資格申請の受付（追加）
●とき 平成24年1月31日㈫まで
（土・日・祝日及び12月29日～1月3日
を除く）
※申し込み方法や必要書類などは、
市のホームページでご確認ください。
◎詳しくは、財政課契約管財室へ。

☎内線241・242

2月の市・県民税申告相談
●会場 市民
●受付時間
 1日㈬ 東山町、三吉町、三吉新町、末広町、

南末広町、本宮町、拓生､大谷地
 2日㈭ 日の出町、野際町、玉の木町、玉

の木新町、梨ノ木、仁間、福田
 3日㈮ 松枝、松本、新松本、幸町
 6日㈪ 金沢新町、上金沢町、下金沢町、

金沢1～7、川西町
 7日㈫ 鳥越、駒場、二ツ屋、稲崎、休場、

市野々、北新町、北新町団地
 8日㈬ 柏木山、角沢、松本団地、清水、

芦沢、本町
 9日㈭ 泉田1～5、泉田駅前、万場町
10日㈮ 二枚橋、仁田山1・2、往還、往還

新町、横根山、横根山東、鉄砲町
13日㈪ 桜通り東・西、旭通り、柏木原、赤坂
14日㈫ 萩野1～4、土内
15日㈬ 吉沢、黒沢、東天町
16日㈭ 昭和1～5、塩野、宮野、福宮、長

坂、西町
17日㈮ 本合海1～8、畑、中山町
20日㈪ 升形上1・2、升形下1・2、升形3

～5、前波
21日㈫ 下西山、谷地小屋、あたご町
22日㈬ 小桧室団地、桧町、明倫通り
23日㈭ 関屋、大福田、下山屋、上山屋
24日㈮ 中川原、野中、泉ケ丘、若葉町、

多門町、住吉町
27日㈪ 新田、飛田、庚申、蛇塚、上野、

大町、下田町
28日㈫ 梅ヶ崎、一本柳、中山、堀端町
29日㈬ 太田、荒小屋、高壇
◎３月の日程は後日掲載しますが、例年３月
は混雑します。町内の割り当て日以外でも申
告はできますので、早めに申告しましょう。詳し
くは、税務課課税室へ。 ☎内線142・143

14
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新庄まつりカレンダー
2012年版発売中
○価格 500円（A2判）

※新庄観光協会やもがみ物産館（ゆめ
りあ内）で販売しています。

◎新庄観光協会 ☎22-2340

スペイン料理教室参加者募集
○1月28日㈯午後4時～
○市民プラザ調理室

○講師 笹美知子さん　○材料費 2,500円
○申し込み 1月26日㈭まで電話で

◎事務局・笹 ☎22-2086

産直まゆの郷 節分まつり
○１月29日㈰午前９時～午後６時

○産直まゆの郷
○野菜や花など農産物の販売、焼きおに
ぎりの屋台、先着200人に福豆プレゼント

◎産直まゆの郷 ☎23-5007

な
い
な
ど
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
Ｊ
Ｒ
仙
台
支
社
山
形
支
店

☎
０
２
３-

６
２
２-

８
９
７
７

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

開
設
の
お
知
ら
せ

　
　
▼
と
き 

2
月
3
日
㈮
〜
8
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
7
時（
土
日
は
午

後
5
時
ま
で
）

▼
相
談
方
法 
次
の
電
話
番
号
で
相

談
を
承
り
ま
す
。相
談
は
無
料
。

☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0-

1
5
4-

0
5
2

▼
相
談
内
容 

解
雇
、雇
止
め
、賃
金

カ
ッ
ト
、労
働
時
間
や
残
業
、休
暇
、

労
働
災
害
な
ど
労
働
に
関
す
る
相

談
に
対
応
し
ま
す
。

◎
連
合
山
形

☎
０
２
３-

６
２
５-

０
５
５
５

１
月
18
日
は

「
１
１
８
番
の
日
」で
す
。

　「
1
1
8
番
」は
、海
上
に
お
け

る
事
件
や
事
故
な
ど
の
緊
急
通
報

用
電
話
番
号
で
す
。次
の
よ
う
な

場
合
に
は「
1
1
8
番
」に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

•
海
難
人
身
事
故
に
遭
っ
た
・
目
撃

し
た

•
海
への
油
の
流
出
を
発
見
し
た

•
見
慣
れ
な
い
船
、不
審
な
船
を

発
見
し
た

•
密
航
や
密
輸
な
ど
の
情
報
を
得

た
な
ど

◎
酒
田
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
２
３
４-

22-

１
８
３
１

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

税
の
軽
減
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
方
は
国
税
や
地
方
税
に
つ
い
て
、

軽
減
措
置
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
続
き
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
新
庄
税
務
署

（
所
得
税
な
ど
の
国
税
に
関
す
る

こ
と
、☎
22-

5
1
1
1
）、市
税
務

課（
住
民
税
な
ど
に
関
す
る
こ
と
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た「
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
」は
、こ
れ
ま
で
所
得
税
の
雑
損

控
除
額
算
定
に
お
け
る
補
て
ん
金

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、取
扱
い
が

見
直
さ
れ
、補
て
ん
金
対
象
と
は
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

◎
税
務
課
課
税
室 

☎
内
線
１
４
７

安
全
で
円
滑
な

除
雪
作
業
を

　
毎
年
、除
雪
機
に
よ
る
重
大
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。除
雪
機
を

使
用
す
る
場
合
は
次
の
内
容
を
守

り
、安
全
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

•
事
前
に
取
扱
説
明
書
で
正
し
い

使
い
方
を
確
認
す
る
。

•
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
な

ど
、回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、回
転
が
止

ま
って
か
ら
作
業
す
る
。

•
発
進
時
は
、足
元
や
後
方
の
障

害
物
に
十
分
注
意
す
る
。

•
雪
を
飛
ば
す
方
向
に
人
や
車
・
建

物
な
ど
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

•
除
雪
機
の
周
り
に
人
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
す
る
。

◎
除
雪
機
安
全
協
議
会

☎
０
３-

３
４
３
３-

０
４
１
５

国
民
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

　
平
成
23
年
中
に
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
な
ど
の
老
齢
年
金
を
受
け

た
人
に
、1
月
下
旬
に
、日
本
年
金

機
構
よ
り「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
平
成
23
年
中
に
受
け
取
っ

た
年
金
の
総
額
、社
会
保
険
料
と
し

て
控
除
さ
れ
た
金
額（
介
護
保
険
料

な
ど
）、源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
控

除
の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、

確
定
申
告
の
際
な
ど
に
必
要
と
な

り
ま
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
非
課
税
と
な
って
い
る
た
め
、源
泉

徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。 

◎
新
庄
年
金
事
務
所☎

22-

２
０
５
０

催しなど
市民文化会館開館30周年記念事業

新春神楽Ⅳ
～歴史のいぶきを今ここに～

●とき 1月15日㈰午前10時～正午
●ところ 市民文化会館小ホール
●内容 箏演奏（大谷社中）、祝賀の舞い、
鳥越神楽保存会と津谷神楽保存会出演。
グランドホールで正月の遊びも行います。
●入場料 300円（抹茶、甘酒、初あめ付き）
●チケット取扱 市民文化会館、市民プ
ラザ
◎詳しくは、市民文化会館へ。☎22-7029

第33回 市総合体育大会
ス　キ　ー

●とき 2月11日㈯午前７時～午後３時
●ところ 市民スキー場　
●申込締切 ２月５日㈰
◎詳しくは、市民スキー場（☎25-3915）
または市スキー連盟事務局（マルゲンデ
ンキ☎22-4509）へ。

バスケットボール
●とき ２月18日㈯午前７時～午後５時
●ところ 日新小学校体育館
●申込締切 ２月３日㈮
◎詳しくは、新庄市バスケットボール協会・
斉藤へ。 ☎23-4079

新庄神室産業高校研究発表会開催
●とき １月21日㈯午前11時45分～午
後3時35分  ●ところ 市民文化会館
●内容 研究発表（米粉deピザ、自家発
電システムの研究など）と作品展示（フラ
ワーアレンジメント、ロボット競技会出場ロ
ボットなど）
◎詳しくは、新庄神室産業高校へ。

☎28-8777

第2回 新春ゆめりあ寄席開催
●とき ２月11日（祝・土）
●ところ ゆめりあホールアベージュ
●内容 柳家〆冶・ろべえ落語会
●入場料 1,000円（先着９３人）
◎事前に申し込みが必要です。詳しくは、
ゆめりあ事務室へ。 ☎28-8888
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東北選抜メンバーとして台湾へ ―第９回日台国際野球大会に出場―

　新庄リトルシニアの柿崎航君（日新中
2年）が、1月2日から6日まで台湾で行われ
た日台親善野球大会の東北選抜選手に
選ばれ、台湾の学生チームとの親善試合
に参加しました。これは、秋季新人東北大
会の上位8チームからメンバーが選抜され
たもので、4位の好成績を挙げた新庄リト
ルシニアは、3月に行われる全国大会に
出場します。

平
成

24
年

1
月

11日
号（

N
o.649）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000
部

発
行

環境にやさしい植物油インキを
使用しています

11月末現在の新庄人
38,666人（39,057人）

女 20,187人（20,385人）
男 18,479人（18,672人）

世帯数 13,488世帯（13,469世帯）
11月の異動

出生  25人 （22人）
死亡  45人 （41人）
転入  54人 （62人）
転出  63人 （59人）
※（  ）は1年前の住民基本台帳

〽
こ
ん
に
ち
は 

さ
よ
な
ら
あ
る
日

　
喜
び
の
日

　
一
年
間
は
早
い
。
あ
っ
と
言
う
間
に
十
二
月

と
な
る
。
錦
秋
の
紅
葉
も
終
わ
り
、
東
の
山

も
す
っ
か
り
雪
と
な
る
。
昔
か
ら
山
に
三
回

雪
が
降
る
と
里
が
真
っ
白
に
な
る
と
言
う
が

本
当
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も
年
末
の
時
季
で

何
か
と
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
の
初
め

は
何
年
ぶ
り
の
大
雪
に
な
り
、
大
変
で
あ
っ

た
。来
年
の
辰
年
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

大
雪
、
冬
至
に
な
る
と
一
夜
で
銀
世
界
と

な
る
。
外
遊
び
が
家
な
ど
内
で
の
遊
び
に
変

わ
る
。
学
校
か
ら
帰
る
と
神
社
に
集
ま
り
、

何
十
年
も
前
か
ら
地
蔵
様
に
集
ま
っ
た
小

石
で
、石
な
ご
こ
ま
め
と
い
う
遊
び
を
し
た
。

先
月
も
少
し
書
い
た
が
、こ
れ
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
が
あ
っ
て
、
手
の
甲
に
小
石
を
あ

げ
て
、
も
う
一つ
を
拾
い
、
甲
の
上
の
石
を
空

に
上
げ
て
地
面
に
落
と
さ
ず
に
つ
か
み
取
る

と
い
う
遊
び
方
も
あ
っ
た
。そ
の
と
き
歌
う
の

が
こ
の
あ
そ
び
唄
だ
。

〝
か
ぎ
り
の
か
ま
ど
の
ロ
ー
ソ
ク
配
っ
た

恵
比
寿
の
尻け

っ
つ

さ　

三
十
三
枚

膏こ
う

薬
貼
っ
て
も
治
ら
な
い

テ
ナ　

ロ
ー
ソ
ク
配
っ
た

二
文
借
り
の
ロ
ー
ソ
ク
配
っ
た

ま
た
一
丁
貸
し
た
〞

　

女
の
子
の
家
の
中
で
の
遊
び
は
、て
ま
り

つ
き
や「
じ
ゅ
う
す
つ（
お
手
玉
）」つ
き
な
ど

が
あ
っ
た
。じ
ゅ
う
す
つ
は
、
小
さ
な
袋
に
大

豆
や
小
豆
を
入
れ
た
手
作
り
の
も
の
だ
。

じ
ゅ
う
す
つつ
き
で
よ
く
歌
っ
た
の
が
近
江
八

景
と
い
う
唄
だ
。

〝
三
井
寺
の
鐘
の
音　

澄
み
渡
る
夕
暮
れ

初
雁
も
堅
田
に　

声
た
て
て
追
いつ
き
ぬ

さ
び
し
げ
の
琵
琶
湖
は　

今
も
な
お

青
空
秋
の
風　
いつ
か
た
つ

昔
の
鐘
ひ
ら
の　

老
い
の
松

雨
か
波
か　
一
丁
あ
が
り
〞

唄
が
終
わ
る
と
、
次
の
人
に
じ
ゅ
う
す
つ
を

渡
し
て
数
人
で
遊
ん
だ
。

　

十
二
月
末
に
な
る
と
、ど
こ
の
家
で
も
忙

し
く
な
る
。
昔
は
家
々
で
自
家
製
の
納
豆

を
作
っ
た
。
正
月
中
に
食
べ
る
納
豆
を
ま
と

め
て
年
末
に
作
る
。ワ
ラ
苞つ

と

に
熱
い
煮
豆
を

入
れ
る
。
十
数
個
の
苞
を
ま
と
め
て
ワ
ラ
で

包
み
、さ
ら
に
筵む

し
ろ

で
覆
い
保
温
し
て
こ
た
つ
に

寝
せ
た
り
し
て
納
豆
を
作
っ
た
。
納
豆
作
り

の
唄
も
あ
っ
た
。

〝
納
豆
太
郎　

納
豆
太
郎

か
ん
ぶ
り
ざ
か
ら
糸
引
い
で
こ
い
〞

納
豆
作
り
は
正
月
の
準
備
に
欠
か
せ
な
い
仕

事
で
あ
っ
た
。

〽
師
走
月
　
新
聞
広
告
厚
く
な
り

　
我
が
家
の
家
族
　
集
い
て
見
入
る

▲仁田山老人クラブ若桜会の皆さんが、子ど
もの頃を思い出しながら、“じゅうすつつき”を楽
しみました。（11月18日／仁田山公民館）

広
報

1

〽
元
朝
の
空
は
曇
れ
ど  

曇
ら
ぬ
は

真
心一つ  

社
前
に
立
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
爺
の
思
い
出
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。

　

年
越
し
の
除
夜
の
鐘
が
終
わ
る
と
、
元
朝

参
り
。
毎
年
、一
年
の
健
康
を
祈
る
。
日
の
出

を
迎
え
る
と
国
旗
を
立
て
、
年
の
初
め
の
め

で
た
さ
を
感
じ
る
。
今
年
も
神
々
に
お
供

え
餅
や
鏡
餅
を
あ
げ
て
、
松
竹
梅
な
ど
飾

り
、家
族
揃
っ
て
朝
食
と
な
る
。

　

爺
が
子
ど
も
の
頃
は
、
家
族
が
大
勢
で

あ
っ
た
。
正
月
に
な
る
と
待
ち
遠
し
か
っ
た
の

が
お
年
玉
。一
番
の
楽
し
み
だ
っ
た
。
当
時
は

兄
弟
が
いっ
ぱ
いい
た
の
で
、
多
く
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、大
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
正
月
に
な
る
と
新
し
い
着
物
と
足

袋
を
着
用
し
た
。
学
校
も
一
週
間
ぐ
ら
い

だ
っ
た
が
、
正
月
休
み
に
な
っ
た
。一
月
三
日

は
不
成
就
日
と
いっ
て
、
外
出
す
る
な
と
大

人
た
ち
が
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
子
ど
も

た
ち
は
遊
び
た
く
て
、友
達
が
呼
び
に
来
る

と
、外
に
飛
び
出
し
て
行
っ
た
。
男や

ろ

こ子
は
家
の

前
で
雪
だ
る
ま
作
り
。
目
鼻
を
炭
で
書
い
て

作
っ
た
。
穴
ぐ
ら（
か
ま
く
ら
）も
作
っ
た
。

雪
を
高
く
積
ん
で
、横
穴
を
掘
り
、ワ
ラ
な

ど
を
敷
い
て
遊
ん
だ
。
旧
正
月
の
こ
ろ
に
な

る
と
、
降
り
積
も
っ
た
雪
や
、
屋
根
か
ら
降

ろ
し
た
雪
で
家
の
前
が
いっ
ぱ
い
に
な
る
。
そ

の
雪
の
山
で
、そ
り
乗
り
や
ス
キ
ー
な
ど
し

て
遊
ん
だ
。
子
ど
も
が
大
勢
集
ま
る
と
、
雪

玉
合
戦
も
し
た
。

　

き
か
な
す
男や

ろ

こ子
は
、
雪
道
に
小
さ
な
穴

を
掘
っ
て
、ワ
ラ
と
雪
で
ふ
た
を
し
て
、落
と

し
穴（
ど
っ
ぷ
ら
）を
作
っ
た
。
人
が
通
る
の

を
隠
れ
て
待
ち
、穴
に
落
ち
る
の
を
見
て
喜

ん
だ
も
ん
だ
。

　

女
の
子
ど
も
た
ち
は
、
や
は
り
家
の
中

の
集
ま
り
で
あ
る
。
新
し
い
ど
ん
ぶ
ぐ（
綿

入
れ
）を
着
て
、手
ま
り
つ
き
や
じ
ゅ
う
す
つ

（
お
手
玉
）つ
き
を
し
て
遊
ん
だ
。

　

正
月
十
五
日
に
は
、
小
正
月
の
お
祝
い
を

し
た
。こ
の
日
は
一
夜
五
十
日
と
いっ
て
夜
は

長
く
、
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
夜
食
も
食
べ

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
薄
暗
い
こ
た
つ
に
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
集
ま
り
、し
り
と
り
を
や
っ

た
。
次
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
民
話
を
語
っ
て

く
れ
た
。「
耳
や
〝
ま
な
ぐ（
目
）〞
お
っ
き

ぐ
あ
げ
で
聞
げ
よ
」と
言
わ
れ
た
。

　

そ
の
と
き
聞
い
だ
民
話
を
今
も
覚
え
て
い

て
、
語
っ
て
聞
か
せ
で
い
る
。
民
話
は
生
き
て

い
る
。

〽
今
年
こ
そ 

豆
出
俵
福  

徳
徳
寿

▲雪遊びをする子ども。肥料袋にワラを詰めた
手作りのそりで雪の坂を滑り下りて遊んでいる。

（昭和63年撮影）

自然豊かなふるさと新庄。昔の子どもたちはこの自然を活かし
さまざまな遊びを見出し、日が暮れるまで野山を駆け回って遊んだ。
現代ではなかなか見られなくなった、爺の子どもの頃の遊びを
季節に合わせて紹介します。 文：伊藤佐吉さん（仁田山）

佐吉爺の子
あれこれ
ど

さ きち じい
も遊び

だ
っ
た
が
、
正
月
休
み
に
な
っ
た
。一
月
三
日

は
不
成
就
日
と
いっ
て
、
外
出
す
る
な
と
大

佐佐吉吉爺爺
さ きち じいきち じい
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